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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日）
(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 2,638 1.1 263 27.8 84 51.0 57 321.4
22年3月期第3四半期 2,609 △7.3 206 △1.2 56 334.0 13 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭
23年3月期第3四半期 2,230.74 ―
22年3月期第3四半期 526.51 ―

(2) 連結財政状態
総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
23年3月期第3四半期 5,130 3,563 69.5 139,347.80

22年3月期 5,183 3,589 69.3 140,366.88
（参考） 自己資本  23年3月期第3四半期  3,563百万円 22年3月期  3,589百万円

2.  配当の状況
年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 2,500.00 2,500.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期
（予想） 2,500.00 2,500.00

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 3,520 1.6 386 36.9 182 6.4 104 31.6 4,069.30

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有



4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他」をご覧ください。）
(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無
新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無
（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・
手続、表示方法等の変更の有無となります。

(4) 発行済株式数（普通株式）
① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 27,200株 22年3月期 27,200株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q 1,627株 22年3月期 1,627株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 25,573株 22年3月期3Q 25,711株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し、予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基
づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信【添付資料】P.2「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）におけるわが国経済は、企業の景況

感は緩やかな回復基調にあるものの、厳しい雇用環境やデフレ状況は依然続くなか、円高の進行もあり、景気の先

行きは、依然として不透明な状況となっております。 

 このような状況のなか、当社グループは、福祉用具ＪＩＳマーク認証の追加認証を取得するとともに、介護保険

における貸与事業者向けに新製品を発売いたしました。利益面では、引き続き、当社グループの生産拠点である中

国において、原材料調達先の見直しや生産効率の向上による原価低減に努めてまいりました。 

 この結果、売上高につきましては2,638百万円（前年同期比1.1％増）、営業利益は263百万円（前年同期比 

27.8％増）となりました。また、経常利益につきましては、為替差損及びデリバティブ評価損の計上などにより経

常利益84百万円（前年同期比51.0％増）となり、四半期純利益につきましては、子会社株式の減損に伴う特別損失

の計上などにより四半期純利益57百万円（前年同期比321.4％増）となりました。 

 セグメントの業績は、日本では、売上高2,627百万円（前年同期比1.2％増）、セグメント利益215百万円（前年

同期比11.3％減）、中国では、売上高881百万円（前年同期比13.6％増）、セグメント利益101百万円（前年同期は

セグメント利益1百万円）となりました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況  

  当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ、53百万円減少し、5,130百万円 

 （前期末比1.0％減）となりました。これは、主に配当金の支払等に伴う現金及び預金の減少によるものであり 

 ます。  

  負債合計は、前連結会計年度末に比べ27百万円減少し、1,566百万円（前期末比1.7％減）となりました。これ

 は、主に買掛金の増加と長期為替予約に係るデリバティブ負債の増加によるものであります。 

  純資産合計は、前連結会計年度末に比べ25百万円減少し、3,563百万円（前期末比0.7％減）となりました。こ

 れは、主に為替換算調整勘定の減少によるものであります。 

  以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ0.2ポイント増加し、69.5％となりました。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

  当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、148百万円減少し 

 1,079百万円（前年同期は1,279百万円）となりました。 

  当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

  当第３四半期連結累計期間における営業活動の結果、獲得した資金は、72百万円（前年同期は51百万円の獲 

 得）となりました。これは、主に売上債権の減少額が76百万円あったことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  当第３四半期連結累計期間における投資活動の結果、使用した資金は、50百万円（前年同期は30百万円の使 

 用）となりました。これは主に定期預金の預入による支出が28百万円あったことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

  当第３四半期累計期間における財務活動の結果、使用した資金は、160百万円（前年同期は31百万円の獲得） 

 となりました。これは主に配当金の支払額が64百万円あったことによるものであります。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当社グループを取り巻く環境は、依然として厳しい状況が続いておりますが、高齢社会を迎えている日本ならび

に著しい経済成長とともに生活環境の変化や高齢者や身体障害者の自立意識が強まることが予想される中国では、

車いすをはじめとした福祉用具市場全体の需要は今後も着実に伸びることが予測されます。 

 しかしながら、当連結会計年度の業績については、売上高につきましては、子会社の売上高が計画に比し低調で

推移いたしました。経常利益及び当期純利益につきましては、急激な円高の進行により為替差損及びドル建て仕入

に係る為替変動リスクをヘッジする目的で締結した長期為替予約について時価評価による評価損が見込まれます。

 その結果、平成22年５月14日に開示いたしました平成23年３月期の連結業績予想を本日開示いたしました「業績

予想の修正に関するお知らせ」のとおり、変更いたします。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理 

  当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認め 

 られるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。  

２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

  該当事項はありません。 

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,202,668 1,322,620

受取手形及び売掛金 570,480 648,730

有価証券 10,170 10,163

商品及び製品 412,445 356,106

仕掛品 115,209 98,737

原材料及び貯蔵品 375,079 352,626

繰延税金資産 48,187 27,079

その他 243,149 102,735

貸倒引当金 △909 △1,324

流動資産合計 2,976,480 2,917,477

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 770,165 816,152

機械装置及び運搬具（純額） 152,879 169,504

土地 1,028,166 1,028,166

建設仮勘定 － 1,224

その他（純額） 16,469 21,639

有形固定資産合計 1,967,680 2,036,687

無形固定資産   

のれん 2,676 40,403

その他 14,516 16,213

無形固定資産合計 17,192 56,616

投資その他の資産   

投資有価証券 14,662 15,626

繰延税金資産 16,149 14,436

その他 140,718 142,450

貸倒引当金 △2,842 △17

投資その他の資産合計 168,686 172,496

固定資産合計 2,153,560 2,265,801

資産合計 5,130,041 5,183,278

4



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 132,848 83,683

短期借入金 829,000 857,500

1年内返済予定の長期借入金 50,390 72,212

リース債務 18,685 18,663

未払法人税等 21,092 13,138

賞与引当金 24,831 42,248

デリバティブ負債 95,459 59,143

その他 123,421 109,224

流動負債合計 1,295,728 1,255,813

固定負債   

長期借入金 42,140 74,475

リース債務 43,476 62,086

退職給付引当金 40,264 36,110

デリバティブ負債 123,726 80,646

長期未払金 362 56,911

負ののれん 20,721 27,628

固定負債合計 270,692 337,857

負債合計 1,566,421 1,593,671

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,484,550 1,484,550

資本剰余金 1,516,900 1,516,900

利益剰余金 753,171 760,056

自己株式 △136,696 △136,696

株主資本合計 3,617,924 3,624,809

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,151 348

為替換算調整勘定 △55,534 △35,555

評価・換算差額等合計 △54,382 △35,207

少数株主持分 79 4

純資産合計 3,563,620 3,589,606

負債純資産合計 5,130,041 5,183,278
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（２）四半期連結損益計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 2,609,548 2,638,881

売上原価 1,457,308 1,337,413

売上総利益 1,152,240 1,301,467

販売費及び一般管理費 945,748 1,037,551

営業利益 206,492 263,915

営業外収益   

受取利息 713 304

受取配当金 228 226

受取家賃 2,258 3,054

負ののれん償却額 6,907 6,907

その他 4,877 6,527

営業外収益合計 14,985 17,019

営業外費用   

支払利息 15,503 11,465

為替差損 85,404 100,526

デリバティブ評価損 62,692 79,396

その他 1,631 4,588

営業外費用合計 165,231 195,976

経常利益 56,246 84,958

特別利益   

貸倒引当金戻入額 93 －

投資有価証券売却益 1,838 －

特別利益合計 1,931 －

特別損失   

のれん償却額 － 22,676

固定資産除却損 － 1,920

投資有価証券売却損 － 594

特別損失合計 － 25,191

税金等調整前四半期純利益 58,178 59,767

法人税、住民税及び事業税 14,564 26,015

法人税等調整額 36,057 △23,370

法人税等合計 50,621 2,645

少数株主損益調整前四半期純利益 － 57,121

少数株主利益又は少数株主損失（△） △5,980 74

四半期純利益 13,537 57,046
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 58,178 59,767

減価償却費 67,663 64,455

のれん償却額 24,272 37,726

負ののれん償却額 △6,907 △6,907

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,942 2,411

賞与引当金の増減額（△は減少） △22,558 △17,416

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,421 4,154

受取利息及び受取配当金 △942 △531

支払利息 15,503 11,465

為替差損益（△は益） 1,003 6,650

デリバティブ評価損益（△は益） 62,692 79,396

固定資産除却損 － 1,920

投資有価証券売却損益（△は益） △1,838 594

売上債権の増減額（△は増加） 49,729 76,802

たな卸資産の増減額（△は増加） 64,467 △112,541

仕入債務の増減額（△は減少） △53,986 36,179

長期未払金の増減額（△は減少） － △56,548

その他 13,871 △54,612

小計 272,628 132,969

利息及び配当金の受取額 942 531

利息の支払額 △14,556 △11,300

法人税等の支払額 △207,912 △49,621

営業活動によるキャッシュ・フロー 51,102 72,578

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △73,699 △28,833

定期預金の払戻による収入 66,213 －

有形固定資産の取得による支出 △15,671 △21,342

無形固定資産の取得による支出 △570 △1,712

投資有価証券の取得による支出 △462 △497

投資有価証券の売却による収入 3,985 2,220

関係会社株式の取得による支出 △4,612 －

出資金の払込による支出 △1,000 －

その他投資の取得による支出 △5,023 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △30,841 △50,166

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 152,113 △28,500

長期借入金の返済による支出 △129,901 △54,157

セール・アンド・リースバックによる収入 96,204 －

リース債務の返済による支出 △12,885 △13,421

自己株式の取得による支出 △8,902 －

配当金の支払額 △65,041 △64,517

財務活動によるキャッシュ・フロー 31,586 △160,595

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,468 △10,596

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 50,378 △148,779

現金及び現金同等物の期首残高 1,229,423 1,228,238

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,279,801 1,079,458
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 該当事項はありません。  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

  前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

   当社グループの主たる事業は、車いす製造、販売であり、製品の種類、性格、販売市場等の類似性から判断

  して、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

  前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日）  

（注）国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

  

〔海外売上高〕 

  前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

   海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
日本 

（千円） 
中国 

（千円） 
計 

（千円） 
消去又は全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

 売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  2,595,500  14,048  2,609,548 －   2,609,548

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替額 
－   761,532  761,532 (761,532) －  

計  2,595,500  775,580  3,371,080 (761,532)  2,609,548

 営業利益  243,065  1,106  244,171 (37,679)  206,492
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〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは、主に車いす等を生産・販売しており、国内においては当社及びランドウォーカー株式会社が、中

国においては漳州立泰医療康復器材有限公司及び厦門愛泰康復器材有限公司が、それぞれ担当しております。現地法

人はそれぞれ独立した経営単位であり、取り扱う製品について包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しておりま

す。 

 したがって、当社グループは、生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」及

び「中国」の２つを報告セグメントとしております。  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

  

３．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調

整に関する事項） 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

  

 （追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21

日）を適用しております。 

  

該当事項はありません。  

  

  

  （単位：千円）

  日本 中国 合計 

売上高                  

外部顧客への売上高  2,627,679  11,201  2,638,881

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－  869,849  869,849

計  2,627,679  881,051  3,508,730

セグメント利益  215,527  101,690  317,217

  （単位：千円）  

利益 金額   

報告セグメント計  317,217

セグメント間取引消去  △24,089

のれんの償却額  △15,050

棚卸資産の調整額  △14,881

その他の調整額   720

四半期連結損益計算書の営業利益  263,915

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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